
1 

委員長 事務局長 

分類 保存期間 文書番号   

１種 永年 44 

総 務 文 教 常 任 委 員 会 記 録 

日 

時 
令和 ８年 ６月１９日（金） 

開会 

閉会 

午前 ９時００分 

午前１１時２２分 

会 

場 

須崎市総合保健 

福祉センター 

２階 会議室１ 
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席 

者 

 委 員 長 大﨑 宏明    副委員長 海地 雅弘 

 委  員 杉山 愛子    委  員 松田  健 

 委  員 佐々木 學    委  員 山本 啓介 

 委  員 土居 信一 

市 

側 

出 

席 

者 

 副 市 長（ 梅原健一郎 ）  会計管理者兼会計課長（ 濱﨑 守央 ） 

 総 務 課 長（ 松浦 すが ）  企画情報課長 （ 堅田 典寿 ） 

 プロジェクト推進室長（ 岡田 進一 ）  元気創造課長 （ 小川 智義 ） 

 文化スポーツ・観光課長（ 廣見 太志 ）  人権交流センター所長（ 松浦 永治 ） 

 防 災 課 長（ 楠瀬  晃 ）  税 務 課 長（ 高橋 正恭 ） 

 教 育 長（ 押田 貴久 ）  学校教育課長 （ 森光 和明 ） 

 生涯学習課長 （ 福本 博一 ）  子ども・子育て支援課長（ 青木 裕子 ） 

 

【事務局】局長：久万 敏幸 次長 松本 佐和 

欠 

席 

者 

 なし 

記 

録 

者 

松本 佐和 

議    題 

（１）市議案について 

 市議案第４４号 専決処分の承認について 

                             原案承認 

 市議案第４６号 須崎市立スケートパークの設置及び管理に関する条 

         例の制定について            原案可決 

 市議案第４８号 須崎市立吾桑交流会館の設置及び管理に関する条例 

         の一部を改正する条例について      原案可決 

 市議案第４９号 須崎市長等の給料及びその他の給与並びに旅費支給 

         条例の一部を改正する条例について    原案可決 

 市議案第５０号 専決処分の承認について《分 割》 

                             原案承認 

 市議案第５１号 専決処分の承認について 

                             原案承認 
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 市議案第５４号 令和８年度須崎市一般会計補正予算（第１号）につ 

         いて《分 割》             原案可決 

 市議案第５９号 財産の取得について 

                             原案可決 

 市議案第６０号 財産の取得について 

                             原案可決 

 市議案第６１号 指定管理者の指定について 

                             原案可決 

（２）請願・陳情について 

 陳 情第２８号 ホルムズ海峡封鎖の影響から事業者を守るための意 

         見書採択のお願い            継続審査 

（３）その他 
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総務文教常任委員会記録《令和 ８年 ６月１９日》 

 

○午前９時００分 開会 

＊～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～＊ 

○大﨑委員長＝皆さん、おはようございます。 

 ただいまより総務文教委員会を開議いたします。 

 なお、議事に入る前に、議事の進行に当たりましては、挙手により委員長の許可

を得てから発言を行うようにお願いいたします。 

 また、円滑な会議進行のため、議案に関係ない質問は控えるようにお願いいたし

ます。そして、休憩中の執行部への長時間の質問につきましても極力控えるようお

願いいたします。 

 これより議事に入ります。 

 今議会、総務文教委員会に付託されました議案の審査を行います。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第４４号 専決処分の承認について 

 

○大﨑委員長＝まず、市議案第４４号専決処分の承認についてを議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 税務課長。 

○高橋税務課長＝市議案第４４号専決処分の承認についてにつきまして御説明いたし

ます。議案書１ページから１３ページでございます。 

 本議案は、地方税法等の一部を改正する法律及び地方税法施行令等の一部を改正

する政令が令和８年３月３１日に公布、翌４月１日に施行となったことに伴い、須

崎市税条例の一部改正について、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、専

決処分をいたしましたので、同条第３項の規定により、御報告を申し上げるととも

に、承認をお願いするものであります。 

 主な改正内容といたしましては、令和８年度税制改革大綱に基づき、個人住民税

における給与所得控除の引上げや、自動車税、軽自動車税における環境性能割の令

和７年度末での廃止、物価指数等の上昇を踏まえて、固定資産税の免税点を令和９

年度以後の課税分から引き上げることなど、地方税法等の改正に伴い、須崎市税条

例に所要の改正を行う内容となっております。 

 それでは、議案書３ページを御覧ください。第１８条の３及び第１９条の改正に

つきましては、軽自動車税の環境性能割の廃止に伴い、「種別割」の文言を「軽自動

車税」に改めるとともに、条例内の引用条項の文言を削除する改正であります。 
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 第３３条の改正につきましては、所得割の課税標準に関する法改正に伴うもので、

第３４条の７の改正につきましては、寄附金税額控除に係る法改正に伴う引用条項

のずれを改める内容となっております。 

 第３６条の２及び第３６条の３の２の改正につきましても、法改正に伴う条項の

ずれを改めるもので、第３６条の３の３に係る改正は、公的年金等受給者の扶養親

族等申告書の提出義務の範囲の見直しに伴う条項の追加となっております。 

 ４ページ下段の第６３条の改正につきましては、物価指数等の上昇を踏まえ、固

定資産税の免税点について、家屋に係る免税点を２０万円から３０万円に、償却資

産に係る免税点を１５０万円から１８０万円にそれぞれ引き上げるもので、令和９

年度以後の固定資産税から適用となります。 

 第８０条から５ページ下段の第９１条までの改正につきましては、軽自動車税の

環境性能割の廃止に伴い、軽自動車税「種別割」を「軽自動車税」とする法改正に

合わせまして、条例内の軽自動車税に関する条項において、用語の変更をはじめ、

所要の改正を行う内容となっております。 

 附則第６条から次のページ中ほどの附則第９条の２までの改正につきましては、

個人住民税における住宅借入金等特別税額控除の期間の延長や、復興特別所得税の

課税期間の延長をはじめとする、個人市民税に係る控除額の特例や経過措置等につ

いて、法改正に合わせて所要の改正を行うものであります。 

 附則第１０条の２から８ページ末尾の附則第１０条の５までの改正につきまして

は、新築住宅等に対する固定資産税の減額の規定の適用を受けようとする者がすべ

き申告をはじめとする固定資産税に係る手続等について、法改正に合わせまして所

要の改正を行う内容となっております。 

 ９ページ１行目の附則第１５条の２から附則第１６条の２までの改正につきまし

ても、軽自動車税の環境性能割廃止に伴う文言の修正などの所要の改正を行うもの

であります。 

 附則第１６条の３から１０ページ末尾の附則第２０条の２までの改正につきまし

ては、優良住宅地の造成等のために土地等を譲渡した場合の長期譲渡所得に係る住

民税の課税の特例や、特定暗号資産等に係る個人の住民税の課税の特例に関する条

項の新設などが主な改正内容となっておりまして、加えて、法改正に伴い条例内で

引用している地方税法の条項に関する文言や、条例内の条ずれなどに対し所要の改

正を行う内容となっております。 

 また、このたびの須崎市税条例の一部を改正する条例の附則といたしまして、第

１条において、施行期日といたしまして、この条例は令和８年４月１日から施行す

ることを定めるとともに、ただし書の第１号から第４号におきまして、そのほかの

施行日として、令和９年１月１日、令和９年４月１日、令和１０年１月１日並びに

金融商品取引法及び資金決済に関する法律の一部を改正する法律の施行の日の属す
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る年の翌々年の１月１日のそれぞれの日に施行する条項を定めております。 

 また、附則第２条におきまして、市民税に関する経過措置を、附則第３条におき

まして、固定資産税に関する経過措置を、附則第４条におきまして、軽自動車税に

関する経過措置をそれぞれ定めております。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○大﨑委員長＝説明は終わりました。これより質疑に入ります。 

  〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○大﨑委員長＝ないようですので、採決いたします。 

 本案は、原案のとおり承認することに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大﨑委員長＝御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり承認すべきも

のと決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第４６号 須崎市立スケートパークの設置及び管理に関する条 

例の制定について 

 

○大﨑委員長＝続きまして、市議案第４６号須崎市立スケートパークの設置及び管理

に関する条例の制定についてを議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 文化スポーツ・観光課長。 

○廣見文化スポーツ・観光課長＝おはようございます。 

 市議案第４６号須崎市立スケートパークの設置及び管理に関する条例についてに

つきまして御説明いたします。 

 まず、開会日に当議案の正誤表を配付しております。おわび申し上げますととも

に、あわせて御確認いただきますようお願いいたします。 

 それでは、説明させていただきます。議案書１７ページから２２ページでござい

ます。 

 本条例案は、現在、神田地区マルナカ須崎店南東に整備中であり、本年７月に完

成、８月に供用開始予定である須崎市立スケートパークの設置及び管理に関し、必

要な事項を定めるものでございます。 

 １８ページを御覧ください。まず、第１条の設置では、アーバンスポーツに関す

る技術の向上並びに健康増進及び体力の維持を図るとともに、交流人口の拡大及び

多世代交流を促進する拠点として、須崎市立スケートパークを設置することとして

おります。 
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 第２条では、名称、愛称及び位置を、第３条及び第４条では、指定管理者による

管理や行う業務について定めることとしております。 

 第５条では、利用時間及び休館日について、第６条では、管理棟会議室及び滑走

可能エリアからなる有料施設に係る利用の許可について、１９ページに移りまして、

第７条では、許可を受けた有料施設の目的外利用等の禁止について、第８条及び第

９条では、利用の取消し等の届出及び利用の許可の取消し等について、第１０条及

び第１１条では、利用料金及び利用料金の減免について、第１２条では、有料施設

の占用利用の取消し、変更及び当日利用しなかった場合のキャンセル料について定

めることとしております。 

 第１３条では、利用者の責務について、２０ページに移りまして、第１４条及び

第１５条では、設置の制限、原状回復の義務について、第１６条では、有料施設を

占用利用する場合であっても、指定管理者が管理する上で必要である場合の立入り

について、第１７条から第１９条では、遵守事項、入場の制限、損害賠償について、

２１ページに移りまして、第２０条では、スケートパークの運営について協議を行

うための運営審議会の設置について、第２１条では、委任について定めることとし

ております。 

 なお、附則１としまして、この条例の施行期日は、公布の日から起算して３か月

を超えない範囲内において規則で定める日から施行することとし、附則２では、供

用開始に当たっての準備行為は、条例施行前であっても公布の日以降に実施できる

こととしております。また、附則３といたしまして、須崎市特別職の職員で非常勤

の者の報酬及び費用弁償支給条例の別表に、本条例案の第２０条に規定しておりま

す運営審議会委員の報酬を追加する改正を行うこととしております。別表第１では、

第５条の利用時間について、別表第２では、第１０条の利用料金の上限について定

めることとしております。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○大﨑委員長＝説明は終わりました。これより質疑に入ります。 

 松田さん。 

○松田委員＝当然、学校関係者、小学生、中学生、高校生、地元の利用者が多く利用

してもらえたらという思いの施設で、最近の学校の動向でいうと、川へ行ってはい

けませんとか。スケートパークに関して、もちろん危険が伴うとは思うんですけれ

ども、そこが非常に学校で、プールの事故とはまた別の考え方あるにしても、どう

いった形で行政が造った施設を子どもたちが、危険は伴いながら、できるかという

ところを、危ないけれども、ちゃんとヘルメットを装備をして、けがはあるけれど

も、どういうふうに利用するかというところの協議なんかはどのようにされている

のか、お伺いをいたします。 

○大﨑委員長＝文化スポーツ・観光課長。 
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○廣見文化スポーツ・観光課長＝委員御指摘のとおり、当然、ローラースポーツとい

うものはやはり危険が伴うということは承知はしております。今のところ、指定管

理予定である相手方との話の中で、ルールをいろいろ決めておりまして、その中で、

まず、中学生以下につきましては、ヘルメット着用義務を課そうとしております。

それ以上の者につきましては、ヘルメット、防具等は推奨という形を取りたいと思

います。また、肘や膝のプロテクターでございますが、こちらについては、一応推

奨という形をしておりますが、スケートパーク内でレンタルをする予定で今考えて

おります。また、当然、管理者、スタッフ、常時３人程度は常駐するようにしてお

りまして、その者たちに定期的な見回り、そして、利用ルールの徹底を図っていき

たいというふうに考えております。以上でございます。 

○大﨑委員長＝松田さん。 

○松田委員＝質問が悪かったかもしれません、学校側が指示をする。受け入れる施設

を管理をする市役所側の体制は十分、先ほどの御説明で理解をするところなんです。

学校に対して、学校とのどんな協議を利用に関してされているのか、お伺いをいた

します。 

○大﨑委員長＝文化スポーツ・観光課長。 

○廣見文化スポーツ・観光課長＝学校との協議というのはまだ行ってはおりませんが、

以前、議員協議会でもいろいろ話があった、地域のクラブ活動、特に高校生につき

ましては、須崎総合高校、明徳義塾の高校に、こういう地域クラブのこともまた検

討いただけませんかというお話はさせていただいております。中学校のほうについ

ては、まだ詳しい話はしておりませんが、一度、こういう施設ができるということ

自体は、昨年やったかな、ちょっと忘れましたけど、教育委員会のほうで一度お話

はさせていただきました。以上でございます。 

○大﨑委員長＝ほかにありませんか。 

 杉山さん。 

○杉山委員＝よろしくお願いします。 

 初歩的かもしれないんですけど、利用料金のところなんですが、ほかにこういう

指定管理をしているところの施設の利用料金についてはどうかなと思って、スポー

ツセンターの同じようなこの条例を見てみたんですけど、そこでは、スポーツセン

ターの施設については、使用料というふうになっていて、利用料金というのもあっ

て、その利用料金のほうは、カヌーだったり、何かそういう物品に関わるようなも

のに利用料金というふうに定められていて、施設自体は使用料というふうにされて

たんですけど、スケートパークは施設を利用するイメージなんですが、その文言は

何か意図があって利用料金ということになっているのか教えてください。 

○大﨑委員長＝文化スポーツ・観光課長。 

○廣見文化スポーツ・観光課長＝施設は、利用料金、使用料２つありまして、今、委
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員言われましたように、スポーツセンターのほうは使用料と利用料金と２つのやり

方をしております。また、当課が担当しておりますロゴスパークのほうは、同じく

施設利用ですが、利用料金のほうで実施をしております。利用料金で実施すること

によりまして、まずは、料金の上限を条例で決めておりまして、実際の料金は指定

管理者が定めて、それを市長が承認して、その利用料金で実施するといった形にな

っておりまして、利用料金につきましては、当然、施設の管理運営の資金に充てる

といった形を取っております。以上でございます。 

○大﨑委員長＝副市長。 

○梅原副市長＝少し補足させていただきますと、使用料というのは、市が直接運営で

きる施設に関して定めております。これについては、本条例第３条で、指定管理者

に行わせるものとするになっておりますので、利用料しか定めがないということに

なってます。 

○杉山委員＝よく分かりました。 

○大﨑委員長＝ほかにありませんか。 

 ないようですので、採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大﨑委員長＝御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第４８号 須崎市立吾桑交流会館の設置及び管理に関する条例 

の一部を改正する条例について 

 

○大﨑委員長＝続きまして、市議案第４８号須崎市立吾桑交流会館の設置及び管理に

関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 生涯学習課長。 

○福本生涯学習課長＝市議案第４８号須崎市立吾桑交流会館の設置及び管理に関する

条例の一部を改正する条例についてにつきまして御説明いたします。議案書２５ペ

ージ、２６ページになります。 

 本議案は、須崎市立吾桑交流会館会議室１に整備をしました冷暖房施設を利用者

が使う際の使用料を設定するため、条例の一部を改正しようとするものでございま

す。 

 議案書２６ページ、別表の会議室１の冷暖房使用料につきまして、利用時間区分
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あたり１００円と設定するものです。 

 なお、附則としまして、この条例は、令和８年７月１日から施行するものとして

います。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○大﨑委員長＝説明は終わりました。これより質疑に入ります。 

  〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○大﨑委員長＝ないようですので、採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大﨑委員長＝御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第４９号 須崎市長等の給料及びその他の給与並びに旅費支給 

条例の一部を改正する条例について 

 

○大﨑委員長＝続きまして、市議案第４９号須崎市長等の給料及びその他の給与並び

に旅費支給条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 総務課長。 

○松浦総務課長＝おはようございます。 

 市議案第４９号須崎市長等の給料及びその他の給与並びに旅費支給条例の一部を

改正する条例についてにつきまして御説明いたします。議案書２７ページからでご

ざいます。 

 本議案は、市長、副市長、教育長の給与等について、現行では、給料、期末手当、

退職手当のみの支給としているところ、新たに住居手当を追加しようとするもので

ございます。 

 改正の理由といたしましては、広く専門的な知見や優れた指導力を有する人材を

確保する必要があり、転居を伴う場合などにおいて生活基盤の安定を図るため、一

般職員の手当の支給に準じ、住居手当を支給できるよう所要の改正を行おうとする

ものでございます。 

 ２８ページの改正内容でございますが、第２条の給与において、住居手当を追加

し、第２条の次に第２条の２を加え、住居手当の額は一般職員の支給の例によるも

のといたしております。 

 第５条の改正は、第２条の２を追加することによる文言の整理でございます。 
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 なお、附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行することといたして

おります。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○大﨑委員長＝説明は終わりました。これより質疑に入ります。 

 松田さん。 

○松田委員＝確認までに総務課長。一応事情は説明のときにお伺いをして、理解をす

るところです。公布の日から施行するということで、本来、採用からそういったこ

とに遡る必要があれば、それはしなくてもいい考えなのでしょうか。この附則のと

ころに対して、配慮があってもいいんじゃないかなと思ったんですが。 

○大﨑委員長＝総務課長。 

○松浦総務課長＝議員勉強会のときにもそういう御意見いただきました。条例、特に

支給というところでは、議会の御承認をいただいた上で施行するのが本来の形であ

ると考えております。なので、今回につきましては、適用を遡るのではなく、公布

の日から施行することで、６月からの手当の支給を考えております。 

○大﨑委員長＝ほかにありませんか。 

 ないようですので、採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大﨑委員長＝御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第５０号 専決処分の承認について《分割》 

 

○大﨑委員長＝続きまして、市議案第５０号専決処分の承認についてのうち、当委員

会付託分を議題といたします。 

 順次、執行部の説明を求めます。 

 総務課長。 

○松浦総務課長＝議案書２９ページ、市議案第５０号専決処分の承認についてにつき

まして御説明いたします。 

 本議案は、令和７年度須崎市一般会計補正予算（第１２号）につきまして、地方

自治法第１７９条第１項の規定に基づき、専決処分をいたしましたので、同条第３

項の規定により御報告申し上げますとともに、承認をお願いするものでございます。 

 別冊補正予算書の１ページをお願いいたします。 

 今回の補正につきましては、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１１億５，
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２９５万２，０００円を減額いたしまして、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ２６４億１，８３２万６，０００円とするものでございます。 

 初めに、総務課所管分につきまして御説明いたします。 

 １９ページをお願いいたします。第２款総務費第１項総務管理費第１目一般管理

費、総務管理費更正減１１０万円につきましては、公共施設等の個別施設計画改定

委託料の確定による減額、また、次の人事管理研修費更正減３２２万円は、決算の

見込みによる減額、また、１行飛ばしまして、第５目財産管理費、市有財産管理費

更正減１，０４０万円におきましても、市役所電気設備大規模工事費の確定等によ

る減額でございます。 

 次のページ、一番下の行、第８目交通安全対策費の交通安全施設整備費更正減１

００万円は、決算の見込みによるものでございます。 

 次に、２２ページお願いいたします。一番上の行、第５項統計調査費第１目統計

調査総務費、国勢調査費更正減１５６万円につきましても、決算の見込みによる使

用料及び賃借料の減額でございます。 

 続きまして、３３ページでございます。第１２款公債費につきましては、長期債

償還元金１７０万円及び長期債償還利子４，０９０万円、一時借入金利子１０万円

の更正減となっております。 

 次に、６ページに戻っていただきまして、第２表繰越明許費補正でございますが、

第２款総務費第１項総務管理費、交通安全施設整備費１２８万５，０００円を翌年

度に繰り越す必要が生じましたことから、追加をお願いするものでございます。 

 次に、７ページ、第４表地方債補正でございますが、公共事業等の限度額を２，

６９０万円に、防災・減災・国土強靱化緊急対策事業の限度額を５，１４０万円に、

災害復旧事業の限度額を８９０万円に、緊急防災・減災事業の限度額を１億９，８

７０万円に、辺地対策事業の限度額を１，９３０万円に、過疎対策事業の限度額を

４３億３，９４０万円に、緊急自然災害防止対策事業の限度額を１億２，６９０万

円に、それぞれ減額し、限度額の総額を４９億３，１５０万円から４７億８，５６

０万円に変更しようとするものでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○大﨑委員長＝会計課長。 

○濱﨑会計管理者兼会計課長＝おはようございます。 

 引き続き、会計課関係の補正内容について御説明申し上げます。 

 別冊補正予算書の１９ページ、中段を御覧ください。第２款総務費第１項総務管

理費第４目会計管理費の第１１節役務費でありますが、振込手数料の決算見込みに

よりまして、１０２万６，０００円の更正減となっております。 

 以上、よろしくお願いします。 

○大﨑委員長＝企画情報課長。 
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○堅田企画情報課長＝おはようございます。 

 続きまして、企画情報課分につきまして御説明をいたします。 

 別冊補正予算書の１９ページをお願いいたします。第２款総務費第１項総務管理

費第６目企画費でございます。説明欄のほうを御覧ください。 

 １行目の企画費更正減１３３万９，０００円につきましては、企業版ふるさと納

税マッチングイベント参加に係る旅費や、高幡広域市町村圏事務組合負担金など、

事業費の確定及び決算見込みによるものです。 

 次に、２０ページをお願いいたします。説明欄の上から２つ目、新築住宅取得支

援事業費更正減７００万円につきましては、事業費の確定によるものです。 

 次に、４つ目、少子化対策事業費更正減５５０万１，０００円につきましては、

須崎市結婚新生活応援事業費補助金の事業費確定によるものです。 

 続きまして、７つ目、すさきがすきさ奨学金返還支援事業費更正減３０９万８，

０００円につきましても、事業費の確定に伴うものです。 

 最後に、一番下のまち・ひと・しごと創生推進事業基金積立金更正３，０００万

円につきましては、高知信用金庫から寄附をいただきました企業版すさきがすきさ

応援寄附金３，０００万円の基金への積立てによる更正となります。 

 続いて、その下の項目、第７目情報管理費でございます。説明欄を御覧ください。

情報管理費更正減３，３９０万円の内訳といたしましては、まず、委託料では、マ

イクロソフトオフィスの更新作業委託料などの事業費確定に伴い１，５４８万円を

減額するもので、使用料及び賃借料では、住民情報システム使用料につきまして、

ＡＳＰ住民情報システム使用料の事業費確定に伴い１，６９０万円を減額するもの、

また、備品購入費につきましては、オンライン会議等で使用するパソコン及びスキ

ャナーの購入事業などにおける事業費の確定により１５２万円を減額するものとな

っております。 

 次に、６ページをお願いいたします。第２表繰越明許費補正の追加の項目になり

ます。一番下の第１３款諸支出金第１項公営企業費、巡航船事業特別会計繰出金１

６０万円につきましては、巡航船へのエアコン設置工事費につきまして、翌年度に

繰り越す必要が生じましたことから繰越しをするものであります。 

 以上となります。よろしくお願いします。 

○大﨑委員長＝元気創造課長。 

○小川元気創造課長＝市議案第５０号、令和８年３月補正のうち、元気創造課所管分

について御説明いたします。 

 別冊補正予算書の１９ページ、第２款総務費第１項総務管理費第６目企画費の説

明欄のうち、２行目、すさきがすきさ応援事業費６，５５０万円の減額更正は、ふ

るさと納税の寄附金実績に基づき、ポータルサイト手数料及び委託料の精算に伴う

ものでございます。 
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 次に、すさきがすきさ応援基金積立金４，４６８万５，０００円の増額更正につ

きましては、ふるさと納税の寄附金実績に基づくものでございます。 

 次に、移住促進等集落維持・再生事業費６８９万７，０００円の減額更正は、地

方創生移住支援事業補助金などの交付実績に基づくものなどとなっております。 

 次に、地域おこし協力隊費２，６０２万９，０００円の減額更正のうち、元気創

造課所管分は１，９２３万円の減額となりますが、これは、委託型地域おこし協力

隊５名の着任を予定していたところ、年度途中から１名の着任となったことによる

委託料の減額などによるものでございます。 

 次に、集落支援員配置事業費５万円の減額更正は、集落支援員の県外出張がなか

ったため、旅費の不用によるものとなっております。 

 次に、２０ページ、マスコットキャラクター事業費３２０万円の減額更正につき

ましては、株式会社クリーブラッツとの訴訟に係る弁護士委託料の実績などによる

ものでございます。 

 ３つ飛ばしまして、企業等誘致促進事業費５，５００万円の減額更正につきまし

ては、制度を適用した企業がなかったことによるものでございます。 

 次に、説明欄、下から２つ目、女性活躍推進事業費１，０００万円の減額更正に

つきましては、日本シングルマザー支援協会に対する委託業務及び補助事業の実績

によるものでございます。 

 次に、２７ページをお願いいたします。第７款商工費第１項商工費第２目商工振

興費の１行目、商工振興費２７０万円の減額更正につきましては、須崎市事業継続

拡大支援補助金の実績及び空き店舗対策事業費補助金の活用がなかったことによる

ものでございます。 

 次に、須崎市商品開発・販路拡大等補助金交付事業費５万円の減額更正につきま

しては、ふるさと納税によるクラウドファンディングを活用した補助事業を見直し、

別の補助事業の創設を検討することとなったことによるものでございます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○大﨑委員長＝プロジェクト推進室長。 

○岡田プロジェクト推進室長＝市議案第５０号専決処分の承認について、プロジェク

ト推進室所管分について御説明いたします。 

 議案書２９ページ、別冊令和７年度須崎市補正予算書、令和８年３月補正の１９

ページでございます。第２款総務費第１項総務管理費第６目企画費、説明欄、地域

おこし協力隊費の２，６０２万９，０００円の減額更正のうち、プロジェクト推進

室所管分の減額は３８６万６，０００円となっております。こちらは、事業費の確

定によるものでございます。 

 次のページに移りまして、プロジェクト推進事業費６８万円につきましては、事

業費確定による減額更正でございます。 
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 続いて、釣りバカシティプロジェクト推進事業費の１５３万円につきましては、

事業費確定による減額更正でございます。以上です。 

○大﨑委員長＝文化スポーツ・観光課長。 

○廣見文化スポーツ・観光課長＝続きまして、文化スポーツ・観光課所管分について

御説明申し上げます。 

 別冊補正予算書１９ページをお願いいたします。第２款総務費第１項総務管理費

第６目企画費でございます。下から２つ目の地域おこし協力隊費更正減２，６０２

万９，０００円のうち、当課所管分１６３万３，０００円につきましては、当初２

名分の雇用を見込んでおりましたが、１名のみの雇用となったため、活動費等の減

額更正を行うものでございます。 

 続きまして、２０ページをお願いいたします。前ページから続きます第６目企画

費でございます。上から８つ目のカヌー推進事業費更正減５万円、１０個目のホス

トタウン推進事業費更正減７万円及び、１１個目の野外体験施設運営費更正減３０

万円につきましては、いずれも事業費確定により減額更正を行うものでございます。 

 続きまして、２７ページをお願いいたします。第７款商工費第１項商工費第３目

観光費でございます。観光費更正減３４６万円につきましては、令和７年度におけ

る負担金及び、実施いたしました各種補助事業の事業費確定により減額更正を行う

ものでございます。 

 続きまして、３１ページをお願いいたします。第１０款教育費第４項社会教育費

第５目文化会館運営費でございます。文化会館運営費更正減７９５万１，０００円

のうち、委託料としまして、令和７年度市民文化会館指定管理費等の決算額確定に

よります５３０万円の減額更正と、令和７年度に施工いたしました屋上防水改修工

事費の確定によります２６５万１，０００円減額更正を合計したものでございます。 

 続きまして、３３ページをお願いいたします。第１１款災害復旧費第３項文教施

設災害復旧費第２目社会教育施設災害復旧費でございます。現年発生単独災害復旧

費更正減２００万円につきましては、令和７年度におきまして、当該予算を使用す

る災害復旧及び修繕等はございませんでしたので、減額更正を行うものでございま

す。 

 以上となります。よろしくお願いいたします。 

○大﨑委員長＝防災課長。 

○楠瀬防災課長＝続きまして、防災課です。 

 ２１ページをお開きください。第２款総務費第１項総務管理費第１２目防災対策

費４，４８６万３，０００円の減額補正の内訳としまして、防災対策費の１０４万

円は、当初予定しておりました防災用消耗品等の更正減となっております。 

 次の自主防災組織活動支援事業費１５０万円につきましては、各自主防災組織へ

の補助事業完了による更正減となっております。 
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 次に、木造住宅耐震化促進事業費４７６万５，０００円ですが、耐震改修工事に

係る事業完了による負担金補助及び交付金の更正減であります。 

 次に、都市防災総合推進事業費の５６０万円とブロック塀等耐震対策事業費６９

８万８，０００円は、それぞれ事業費の確定による更正減でございます。 

 次に、老朽住宅等除却事業費の２，４０４万１，０００円につきましては、国費

配分額に対する事業費減額分の更正でございます。 

 次に、２９ページに移りまして、第９款消防費第１項消防費第１目常備消防費の

１，０６９万円につきましては、高幡消防組合負担金９００万円と自家給油施設管

理費１６９万円が事業費の確定による更正減であります。 

 次に、第２目非常備消防費９０５万円につきましては、非常備消防費の事業費確

定による更正減となっております。 

 次に、６ページへ戻りまして、第２表繰越明許費補正の追加でございますが、第

２款総務費第１項総務管理費、地域防災緊急整備事業費７０４万円は、国の交付金

事業で避難所用エアーテントを繰り越しして整備するものでございます。 

 以上、よろしくお願いします。 

○大﨑委員長＝税務課長。 

○高橋税務課長＝それでは、税務課所管分について御説明申し上げます。 

 別冊補正予算書の２１ページでございます。第２款総務費第２項徴税費第１目税

務総務費の更正減１２０万円につきましては、令和７年度地方税共同機構負担金の

決算見込みによる負担金補助及び交付金の更正減でございます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○大﨑委員長＝学校教育課長。 

○森光学校教育課長＝学校教育課所管分について御説明いたします。 

 別冊補正予算書２９ページでございます。第１０款教育費第１項教育総務費第２

目事務局費で６４６万円のうち、学校教育課所管分は４０６万円の減額更正です。 

 説明欄を御覧ください。学資金貸付金３０万円の減額は、貸付金の確定による減

額更正です。 

 使う・伝える・心をつなぐ情報教育推進事業費５６万円の減額は、ＩＣＴ教育研

修会の講師旅費の不用による減額更正です。 

 外国語教育推進事業費６０万円の減額は、ＪＥＴ会費の確定による減額更正です。 

 子ども第三の居場所事業費１６０万円の減額は、てくテックすさき運営委託料等

の決算見込みによる減額更正です。 

 新しいすさきの学び推進事業費１００万円の減額は、使用料の決算見込みによる

減額更正です。 

 次に、第２項小学校費第１目学校管理費１，９８８万５，０００円の減額更正で

す。 
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 説明欄を御覧ください。小学校管理費３４０万円の減額は、電気料とスクールバ

ス運行委託料の決算見込みによる減額更正です。 

 遊べる学べる環境整備事業費１，６４８万５，０００円の減額は、小学校の遊具

整備事業の見直しによる減額更正です。 

 次の第２目教育振興費の２２０万円の減額更正は、要・準要保護児童扶助費の決

算見込みによる減額更正です。 

 次に、第３項中学校費６７０万円の減額更正は、その内訳は、第１目学校管理費

２７０万円は、スクールバス運行委託料の決算見込みによる減額更正です。 

 第２目教育振興費３００万円は、要・準要保護生徒扶助費の決算見込みによる減

額更正です。 

 第３目学校建設費１００万円は、学校施設環境改善交付金事業費で、中学校の給

食受入れに伴う工事の委託料の事業確定による減額更正です。 

 次に、３２ページ、第５項保健体育費第２目学校給食費５６５万４，０００円の

減額です。説明欄を御覧ください。 

給食センター運営事業費１３０万円の減額更正は、調理用備品等の購入費の確定

による減額更正です。 

 学校給食運営事業費３００万円の減額更正は、学校給食残飯処理委託料の決算見

込みと給食用備品購入費の確定による減額更正です。 

 笑顔になる給食充実事業費１３５万４，０００円の減額は、燃料費、給食材料費

の決算見込みによる減額更正です。 

 次に、ちょっと飛びまして、３３ページ、第１１款災害復旧費第３項文教施設災

害復旧費第１目公立学校施設災害復旧費は、不用となりました予算１，０００万円

の減額です。 

 次に、６ページに戻りまして、第２表繰越明許費補正の追加です。第１０款教育

費第１項教育総務費、事務局費２５８万６，０００円、第５項保健体育費、給食セ

ンター運営事業費４６万７，０００円の繰越しでございます。事務局費は、薬品等

廃棄処理委託業務が入札不調となったことから、事業を繰り越して行うことが生じ

たこと、また、給食センター運営事業費は、給食センターの机、椅子の備品の納入

が遅れる見込みとなったことから、繰り越す必要が生じましたので、追加をするも

のでございます。 

 次に、７ページ、第３表債務負担行為補正の追加です。浦ノ内小学校屋内運動場

地下水熱利用空調設備使用料は、高知ニューエナジー株式会社が浦ノ内小学校屋内

運動場に整備した空調施設を継続的に使用するために、債務負担行為をしようとす

るものでございます。期間は、議決日から令和１７年度までとし、限度額を１，８

００万円とするものでございます。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 
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○大﨑委員長＝生涯学習課長。 

○福本生涯学習課長＝市議案第５０号、令和８年度３月補正のうち生涯学習課所管分

について御説明いたします。 

 別冊補正予算書の１９ページ、２０ページとなります。第２款総務費第１項総務

管理費第６目企画費のうち、２０ページ、説明欄の上から６つ目になりますが、集

落活動拠点整備事業費につきまして、吾桑駅の改修に関する設計業務委託の入札減

によりまして、委託料１２０万円を更正減するものでございます。 

 次に、３１ページを御覧ください。第１０款教育費第４項社会教育費第２目公民

館費の補正額５００万円減の内容につきましては、地域自主組織運営事業費におけ

ます指定管理委託料の実績の見込額により第１２節委託料５００万円を更正減する

ものとなります。 

 次に、第４目図書館費につきましては、図書館等複合施設建設のため、国の都市

構造再編集中支援事業による対象経費２分の１の補助対象となるものを活用してお

りますが、令和７年度分の交付額が減額決定されたことから、減額となった２億４，

６３９万９，０００円につきまして、財源を国庫支出金からその他として、施設等

整備基金繰入金に財源更正するものでございます。 

 次に、６ページに戻ります。第２表繰越明許費補正の変更につきまして、表の一

番下になりますが、第１０款教育費第４項社会教育費、事業名、文化財保存事業費

につきましては、国の重要文化財である鳴無神社の防災施設の整備事業により、放

水銃の水漏れ改修工事を行っていましたが、腐食部分が想定より進んでいることが

分かり、追加で工事が必要となったことから、市の重要文化財等防災施設整備事業

の補助額を増額するものでございまして、金額を８２万５，０００円に変更するも

のでございます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○大﨑委員長＝子ども・子育て支援課長。 

○青木子ども・子育て支援課長＝続きまして、子ども・子育て支援課所管分につきま

して御説明いたします。 

 市議案第５０号、別冊補正予算書の２３ページを御覧ください。第３款民生費第

２項児童福祉費第１目児童福祉総務費２，１７０万円の減額につきまして、説明欄

を御覧ください。内訳としまして、児童福祉総務費更正減２４１万円は、通園バス

の委託料の入札額減などによる不用額を減額更正するものでございます。 

 次に、子育て支援金支給事業費更正減１１０万円は、決算見込みに伴う更正減で

ございます。 

 次に、児童扶養手当事業費更正減につきまして、不用額１８０万円を更正減する

ものです。 

 次の子育て医療応援事業費更正減６９０万円、次のひとり親家庭自立支援給付事
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業費更正減１６８万円、次のひとり親家庭医療費更正減１４７万円、次の母子生活

支援施設保護事業費更正減１１９万円は、全て決算見込みによる減額でございます。 

 次に、子ども・子育て支援法による施設型給付事業費更正減２２０万円につきま

しては、公立保育園等に係る保育費用の年度分が固まったことにより不用分を減額

するものです。 

 次に、子ども・子育て支援法による地域型給付事業費更正減２２０万円につきま

しては、小規模保育事業所における子どもの保育費用の給付に係る経費の減額更正

でございます。 

 ２４ページに移りまして、保育士等就職等奨励金交付事業費７５万円の減額につ

きましては、想定より交付決定者が少なかったため、減額更正するものでございま

す。 

 続きまして、第３款民生費第２項児童福祉費第２目児童措置費の２，３７６万８，

０００円の減額について御説明いたします。 

 説明欄をお願いします。保育所等施設型給付費更正減１，５３０万円でございま

す。これは、須崎市保育協会の保育園５か所及び広域入所施設の運営に係る委託料

でございますが、保育費用の年度分が固まったことにより不用分を減額更正するも

のであります。 

 次の児童手当給付費更正減６００万円、次の多子世帯保育料軽減事業費更正減１

１０万円は、ともに決算見込みによる減額でございます。 

 次の第２子認可外保育料等軽減事業費更正減１３６万８，０００円でございます。

認可外保育所に通う児童のうち、第２子の児童の保護者の申請により保育料を全額

免除とするものでございますが、申請がございませんでしたので、不用額を減額す

るものでございます。 

 続きまして、２９ページをお願いします。第１０款教育費第１項教育総務費第２

目事務局費６４６万円の減額のうち、子ども・子育て支援課所管分。 

 説明欄、お願いします。上から２番目、子ども・子育て支援法による施設型給付

事業費更正減２４０万円は、決算見込みによる減額でございます。 

 続きまして、３１ページをお願いいたします。第１０款教育費第４項社会教育費

第１目社会教育総務費８８９万円の減額でございます。 

 説明欄を御覧ください。放課後児童クラブ推進事業費更正減３４０万円は、報償

費で決算見込みによる減額でございます。 

 次の放課後子ども教室推進事業費更正減１６０万円も決算見込みによる放課後子

ども教室活動推進員謝金や出前講座講師謝金等の報償費の不用分を減額するもので

ございます。 

 次のあさがお児童クラブ推進事業費更正減４０万円、かわうそ児童クラブ推進事

業費更正減３０万円、なないろ児童クラブ推進事業費更正減４５万円、ひまわり児
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童クラブ推進事業費更正減５４万円、あそう児童クラブ推進事業費更正減３０万円

は、全て決算見込みにより需用費を減額するものでございます。 

 次の放課後等子どもの居場所づくり事業費更正減１９０万円は、報償費で決算見

込みにより減額するものです。 

 ６ページに戻りまして、第２表繰越明許費補正の変更では、第３款民生費第２項

児童福祉費の物価高対応子育て応援手当支給事業費につきまして、申請時期の関係

で、給付が４月以降になる方の事業費として、繰越額を５４９万８，０００円と変

更するものでございます。 

 以上、よろしくお願いします。 

○大﨑委員長＝説明は終わりました。これより質疑に入ります。 

 山本さん。 

○山本委員＝第３表債務負担行為補正の追加の部分で、学校教育課長から説明があっ

た浦ノ内小学校屋内運動場地下水熱利用空調設備使用料のことなんですけど、高知

ニューエナジー株式会社の設備を使用するということなんですが、令和１７年度ま

でという、９年間あるというのは、特に理由があるのでしょうか。 

○大﨑委員長＝学校教育課長。 

○森光学校教育課長＝お答えします。 

 この施設につきましては、高知ニューエナジー株式会社が造ってくれた施設でご

ざいます。１０年間を使用料で払いまして、その後につきましては、使用料は要ら

ないよ、そのまま使えるというふうな状況でございます。 

○大﨑委員長＝山本さん。 

○山本委員＝そしたら、１０年間ですかね、この期間に設定したということは、その

後、もう譲り受けるという前提があるので、１０年という、そういう認識でいいで

しょうか。債務負担組むには長いなと思ったんで、そこをちょっと確認したかった

んですが。 

○大﨑委員長＝学校教育課長、答弁できますか。 

○森光学校教育課長＝この金額と期間につきましては、このような１０年間というこ

とで設定しております。その後……。 

○大﨑委員長＝暫時の間、休憩します。 

 

午前 ９時５５分 休憩 

午前 ９時５５分 再開 

 

○大﨑委員長＝休憩前に引き続き会議を開きます。 

 答弁はそれで、補足はよろしいでしょうか。 

 暫時の間、休憩します。 
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午前 ９時５５分 休憩 

午前 ９時５７分 再開 

 

○大﨑委員長＝休憩前に引き続き会議を開きます。 

 山本さん。 

○山本委員＝あと、予算の財源のところで聞きたいんですけど、担当課長に聞いてい

いのか、予算なので、総務課長に聞いていいのかちょっと分からないんですけど、

例えばですけど、防災対策費とかは、２１ページなんですが、予算的には更正減に

なってるんですけど、財源の内訳としましては、国庫支出金、地方債が減って、一

般財源が出てきてるという部分で、どういうことが起こってるのかなと、財源の部

分は予算なんで、総務課かもしれませんけど、教えていただきたいと思います。防

災だけじゃなくて、あと、文化会館の運営費とかも出てきてるので、ひょっとした

ら過疎債が充たらんかって、シーリングがあったとか、そういうものなのかどうな

のかなと思って、お聞きしたいと思いますが。 

○大﨑委員長＝総務課長。 

○松浦総務課長＝お答えします。 

 委員がおっしゃるとおり、国庫補助金であったり、いろんなその財源というのが

下がってきたことに伴いまして、一般財源を組む必要があったというふうな、それ

ぞれがそうなんですけれども、それが過疎債とか、起債が充たらなかったという理

由だけではなくって、国庫補助金なり、国、県の補助金の調整によるものだと考え

ております。以上です。 

○大﨑委員長＝山本さん。 

○山本委員＝そしたら、事業減で補助金とかが充たらんなった部分を一般財源で補う

必要が、起債も充たらずで、一般財源で補う必要が生じたという認識でよろしかっ

たでしょうか。 

○大﨑委員長＝総務課長。 

○松浦総務課長＝はい、そのとおりです。 

○大﨑委員長＝ほかに。 

 松田委員。 

○松田委員＝防災課長にお聞きします。決算見込みに伴う更正減なので、どういう状

況だったかを教えていただければと思いますが、老朽住宅等除却事業費の更正減が

約５０％、当初予算で５，０００万円上がって、１６５万円の３０件が予算の受け

皿だったのが、非常にこれは今、須崎市内、需要がある、必要とされている事業の

中で、国庫補助金が４分の３ある非常に有利な事業で、これぐらい更正減せざるを

得んかった原因、御説明をお願いします。 
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○大﨑委員長＝防災課長。 

○楠瀬防災課長＝委員おっしゃるとおり、非常にこれ、国費が有利な事業でございま

して、それに伴いまして、市のほうも、例年申請があった件数、大体３０件程度な

んですけど、それを当初予算から計上して運用しておりますが、後に、国の国費の

配分が決定した中で、かなり令和７年度は低い交付決定やったということもありま

して、半分程度の執行しかできなかったというのは現状でございます。ただ、非常

に、委員おっしゃられるとおり、空き家対策、非常に問題大きくて、何とか事ある

ごとに国のほうに予算配分の増額の要望をしていきたいということで、市長にもそ

れは伝えているところでございますので、よろしくお願いします。 

○松田委員＝よく理解しました。 

 これは、国のほうの配分の関係でということで、市民からは非常に要望も強い中

で、要綱の規制緩和、老朽化が条件になっちゅうことで、なかなかクリアできない

ことが原因であれば、我々も国会議員、もしくは県会議員等々に政治的にお願いも

しながら、拡大していただけるようにお願いしたいと思います。 

○大﨑委員長＝まだ質疑応答中ですが、この際、１０分間休憩します。 

 

午前１０時０２分 休憩 

午前１０時１１分 再開 

 

○大﨑委員長＝休憩前に引き続き会議を開きます。 

 委員の質問を受け付けします。 

 杉山さん。 

○杉山委員＝補正予算書の３１ページの図書館費の財源更正についてお聞きします。

国からの補助額が落とされたという御説明があったと思いますけれども、すごく大

きな額なので、２億４，０００万円ほどの額が、本来計画として国が見てくれると

いうところが２５％減額されたというのは、自治体にとっては大変困るのではない

かなと思うんですけれども、何でそんなことがまかり通ってるのかなと思って。そ

れは国のほうに言わないといけないことだと思うんですけれども、国のほうには、

この減額された分の補填などは要請をしているのでしょうか。 

○大﨑委員長＝生涯学習課長。 

○福本生涯学習課長＝今回の都市構造再編集中支援事業の交付金の削減に対しまして

は、担当であります県の都市計画課へ、その内容につきまして照会をしました。令

和７年度の事業分につきまして、全国規模で補助金の要望額の内示率というのを８

９％であるということでして、そのうち、四国管内が全体的に６０％程度と低めの

内示率の傾向にあったというふうにお伺いをしております。その中で、本市は、事

業の最終年度であるということも考慮され、７５％という配分をいただいたという
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ふうに受け止めております。 

このように、内示率が厳しくなっている最大の要因につきましては、箱物整備を

進める自治体が全国で急増をしまして、予算の取り合いが生じているということで、

昨年の高知県で開催されました研究会におきましても、国土交通省の本庁からも直接

説明がなされたというところでございます。国土交通省の所管の予算につきましては、

道路とか、河川、港湾といったインフラ整備から防災、まちづくりなど、非常に多岐

にわたるということは、御承知のとおりですが、国におかれましても、この限られた

財源の中で、地域の実情を考慮していただいて、最大限の配分をしてくださったので

はないかと、それが実情ではないかと考えております。国への問合せはというところ

ですけども、先ほどの説明のとおり、財源の中での最大の配分があったのではないか

ということで、国とも協議をしました先ほどの背景でありますとか、全体のバランス

を考慮しますと、現在、この結果について、国への個別の照会、異議の申立てという

ようなことは、今後の関係性につきましても得策ではないと判断をしまして、直接の

問合せは行っておりませんので、御理解をいただきたいというふうに思っております。 

○大﨑委員長＝杉山さん。 

○杉山委員＝課長がおっしゃることも理解はできるんですけれども、全国でそういう

自治体があるというのは、各自治体、大変困ってるだろうなと思うところで、国が

この事業を採択というんでしょうかね、している以上、やっぱり保障されるべきじ

ゃないかなというふうに思いますので、何か国に対して補填の要請などができれば

いいのかなと考えているんですが、意見書なんかを議会から上げていくというよう

なことができればいいのかなと思いますが、そういうことをしたらいいでしょうか

ね。 

○大﨑委員長＝暫時の間、休憩します。 

 

午前１０時１５分 休憩 

午前１０時１７分 再開 

 

○大﨑委員長＝休憩前に引き続き会議を開きます。 

 杉山委員、補足、お願いします。 

○杉山委員＝質問でしたけれども、質問は取り下げます。意見として申し上げました。 

○大﨑委員長＝分かりました。 

○杉山委員＝ちょっと不勉強なところもございました。 

○大﨑委員長＝ほかにありませんか。 

 ないようですので、採決いたします。 

 本案は、原案のとおり承認することに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○大﨑委員長＝御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり承認すべきも

のと決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第５１号 専決処分の承認について 

 

○大﨑委員長＝続きまして、市議案第５１号専決処分の承認についてを議題といたし

ます。 

 執行部の説明を求めます。 

 企画情報課長。 

○堅田企画情報課長＝市議案第５１号専決処分の承認についてにつきまして御説明申

し上げます。議案書３０ページでございます。 

 本議案は、令和７年度須崎市巡航船事業特別会計補正予算（第３号）につきまし

て、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、専決処分をいたしましたので、

同条第３項の規定により御報告申し上げますとともに、承認をお願いするものであ

ります。 

 別冊補正予算書の３５ページをお願いいたします。令和７年度須崎市巡航船事業

特別会計補正予算（第３号）といたしまして、第１条で繰越明許費を定めておりま

す。 

 次に、３６ページ、第１表繰越明許費であります。第１款巡航船事業費におきま

して、巡航船運航経費といたしまして、巡航船へのエアコン設置工事１６０万円を

翌年度に繰り越す必要が生じましたことから、補正を行うものであります。 

 なお、本事業のエアコン設置につきましては、先日、工事が完了しておりまして、

夏場の運航をはじめとして、年間を通じて快適に巡航船を御利用いただけるように

なりましたので、ぜひ御利用いただければと思います。 

 以上となります。よろしくお願いいたします。 

○大﨑委員長＝説明は終わりました。これより質疑に入ります。 

  〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○大﨑委員長＝ないようですので、採決いたします。 

 本案は、原案のとおり承認することに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大﨑委員長＝御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり承認すべきも

のと決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 
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  市議案第５４号 令和８年度須崎市一般会計補正予算（第１号）につ 

いて《分割》 

 

○大﨑委員長＝続きまして、市議案第５４号令和８年度須崎市一般会計補正予算（第

１号）についてのうち、当委員会付託分を議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 総務課長。 

○松浦総務課長＝議案書３３ページ、市議案第５４号令和８年度須崎市一般会計補正

予算（第１号）についてにつきまして、総務課所管分を御説明いたします。 

 別冊補正予算書の９ページをお願いいたします。第２款総務費第１項総務管理費

第１目一般管理費、人事管理研修費更正１５３万４，０００円は、各課における課

題解決のため、外部人材を活用することを目的に、副業人材マッチング支援事業を

実施することとし、その委託費用を計上いたしております。副業人材とは、都市部

の民間企業に勤務し、副業が可能な人材のことを示すもので、事業内容といたしま

しては、職員向けの副業人材活用セミナーの開催をはじめ、課題の洗い出しや副業

人材とのマッチングなどを行うものでございます。 

 次に、第９目諸費、国庫返還金更正５８万６，０００円は、物価高騰対応重点支

援地方創生臨時交付金等の精算に伴う返還金の更正となっております。 

 続きまして、１２ページ、第１３款諸支出金でございますが、水道事業会計繰出

金として２，０００万円の補正となっております。 

 次に、４ページに戻っていただきまして、第２表地方債補正でございますが、過

疎対策事業の限度額を１７億７，３３０万円とし、起債総額で５億４，５００万円

増額の２０億３９０万円に限度額を変更しようとするものでございます。以上でご

ざいます。 

○大﨑委員長＝元気創造課長。 

○小川元気創造課長＝市議案第５４号、令和８年６月補正のうち、元気創造課所管分

について御説明いたします。 

 別冊補正予算書の９ページ、第２款総務費第１項総務管理費第６目企画費の説明

欄のうち、２つ目、芸術のまちづくり事業費３００万円の増額更正につきましては、

現代地方譚の開催によるものでございます。 

 次に、２つ飛ばしまして、中間管理住宅整備事業費４５０万円の増額更正につき

ましては、中間管理住宅に係る設計業務委託料を計上するものでございます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○大﨑委員長＝プロジェクト推進室長。 

○岡田プロジェクト推進室長＝プロジェクト推進室所管分につきまして御説明いたし
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ます。 

 議案書３３ページ、別冊令和８年度須崎市補正予算書、令和８年６月補正の９ペ

ージでございます。第２款総務費第１項総務管理費第６目企画費、プロジェクト推

進事業費の４６５万円の内訳につきましては、多文化共生、大谷漁協プロジェクト、

地域おこし協力隊のサポート立て直し、ＣＯ-ＩＵや高知大学との連携、市営住宅の

活用など、幅広い取り組みを支援していただくための地域力創造アドバイザー委託

料として４３２万３，０００円です。そして、おかしなサマースクールｉｎ愛知へ

の参加に要する旅費として３２万７，０００円でございます。 

 続きまして、地域おこし協力隊費更正の７９３万４，０００円につきましては、

大谷漁協、松田医薬品株式会社への委託型地域おこし協力隊費２名分でございます。

こちらは、近年、野見湾では、物価高騰や魚病等の影響で養殖業者が減少しており

まして、今後数年で数件程度まで減少する見込みでございます。今回の地域おこし

協力隊予算につきましては、大谷漁協、松田医薬品株式会社、須崎市の３者で協定

を行い、大谷漁協のタイ養殖業者を増やす目的で導入するものでございます。具体

的には、２名の地域おこし協力隊を松田医薬品株式会社に派遣をし、現在、大谷漁

協でタイ養殖を行っている事業者の応援並びに事業の習得、承継を行うものです。

このことにより、大谷漁協のタイ養殖業者の増加及び漁場料の増益、また、松田医

薬品株式会社については、事業者が増えることによっての事業拡大等が見込めます。

また、県の新規就業者支援事業とのアクセスも考えておりまして、隊員が起業する

場合の支援及び現事業者の指導料等の支援もできることと考えております。この取

り組みが軌道に乗れば、市としては、大谷漁協のタイ養殖に限らず、可能であれば、

カンパチ業者、また、野見漁協のほうにも拡大し、野見湾の養殖事業の再生を図っ

てまいりたいと考えております。 

 続きまして、海のまちプロジェクト推進事業費の４３６万２，０００円につきま

しては、川端にある元スーパーの隣地購入費でございます。以上でございます。 

○大﨑委員長＝学校教育課長。 

○森光学校教育課長＝学校教育課所管分について御説明いたします。 

 別冊補正予算書の１１ページでございます。第１０款教育費第１項教育総務費第

２目事務局費で、スクールバス購入事業費として３，３０５万３，０００円の更正

です。内訳としましては、スクールバス用の駐車場整備の工事請負費としまして２

４０万９，０００円、また、備品購入費として小中学校統合計画に基づく児童生徒

の通学支援のスクールバスとして活用する２９人乗りのマイクロバス３台の購入費

３，０６４万４，０００円でございます。内容としましては、整備する駐車場の場

所は、市所有地である桐間南２１６番地でございます。当該土地には、樹木等があ

るので、これらを剪定した上で、砕石を敷き詰めて整備する予定です。ここには、

今後、本課で管理するスクールバスを駐車できる十分なスペースが確保できる場所
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でございます。また、マイクロバス３台の内訳につきましては、小中学校統合計画

に基づき、安和地区からの１台、新荘地区からの１台、既存のスクールバスの予備

車として１台でございます。 

 なお、統合計画による小学校統合までに、今後、５台のマイクロバス等の購入を

計画しております。マイクロバスの納車までには１年程度を要すること、また、過

疎対策事業債の対象となるため、令和９年度にまとめて借入れを行うと、他の過疎

対策事業への影響を考慮し、今年度に３台を購入しようとするものでございます。 

 次に、第５項保健体育費第２目学校給食費で、給食用備品購入費として、多ノ郷

小学校の牛乳保管庫の購入費でございます。当初の計画におきましては、既存の牛

乳保冷庫を移設して活用する予定でございましたが、老朽化、設置条件等に不具合

があり、移設が困難であることが判明したため、新たに購入するものでございます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○大﨑委員長＝生涯学習課長。 

○福本生涯学習課長＝市議案第５４号、令和８年６月補正のうち、生涯学習課所管分

について御説明いたします。 

 別冊補正予算書の９ページを御覧ください。第２款総務費第１項総務管理費第６

目企画費のうち、集落活動拠点事業費につきまして、吾桑駅の施設整備に関しまし

て、当初予算計上時より鉄筋や型枠、コンクリートといった建築費が大幅に増加し

たことによります整備工事費の１，６８９万６，０００円計上しております。また、

これに伴う工事に関する監理業務委託料も増加することから、１６１万７，０００

円を計上し、合わせて集落活動拠点事業費１，８５１万３，０００円の更正をお願

いするものでございます。 

 次に、補正予算書の１２ページをお願いします。第１０款教育費第４項社会教育

費第４目図書館費の図書館等複合施設整備事業費２億４，６５０万円につきまして

は、令和８年３月補正で説明させていただきました国の都市構造再編集中支援事業

の交付減額分につきまして、第１６節公有財産購入費２億４，６３９万９，０００

円を計上し、また、これに要する需要費として１０万１，０００円を計上するもの

でございます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○大﨑委員長＝説明は終わりました。これより質疑に入ります。 

 杉山さん。 

○杉山委員＝プロジェクト推進室長にお伺いいたします。地域力創造アドバイザーの

方の業務内容と予算額の根拠を教えてください。 

○大﨑委員長＝プロジェクト推進室長。 

○岡田プロジェクト推進室長＝地域力創造アドバイザー業務を委託しますえれ株式会

社代表取締役の安岡周総さんです。この方は、令和７年４月から総務省の地域力創
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造アドバイザーを委嘱をされておりまして、また、同業務内容において、令和７年

度から沖縄県竹富町、令和８年度から長野県の中川村にて活動実績がありまして、

須崎市としても、令和６年度からアドバイザー活動として、多文化共生、地域おこ

し協力隊に係る日々のサポートを実施していただいております。根拠といたしまし

ては、こちら資料がないんですが、向こうの業務内容の見積りから委託をさせてい

ただいております。以上です。 

○大﨑委員長＝杉山さん。 

○杉山委員＝具体的な業務内容は。 

○大﨑委員長＝プロジェクト推進室長。 

○岡田プロジェクト推進室長＝こちらは、先ほど御説明させていただきました多文化

共生、大谷プロジェクトの地域おこし協力隊のサポートの立て直し、高知大学との

連携、市営住宅の活用など、幅広い取り組みを支援していただくということで委託

をしております。 

○大﨑委員長＝杉山さん。 

○杉山委員＝分かりました。 

 そしたら、川端スーパー隣地の土地の購入についてですけれども、観光大型バス

の駐車場整備のためということなんですけれども、観光バスがどの程度、利用が想

定されているのかお聞きします。 

○大﨑委員長＝プロジェクト推進室長。 

○岡田プロジェクト推進室長＝今回、隣地購入費として４３６万２，０００円を上げ

ておりますが、こちら購入することによって、現在、購入手続をしてる川端スーパ

ーの間口が広がって、バスの出入りがスムーズになると、利活用がしやすくなると

いうことでございます。そして、利用率につきましては、近年、須﨑大漁堂、須﨑

のサカナ本舗ができまして、よく旅行会社から昼食に使いたいという御連絡をいた

だくことがあります。その際、大型バスの駐車場がないということで断られること

も度々ございます。最近では、須崎消防団屯所の前を我々職員がコーンで囲って昼

食のときの駐車に対応しているところでございますが、こちらを購入すれば、昼食、

また、イベント等でも、ツアーに対して対応ができるということで、実際、この土

地がバスにして５から６台は優に置けるような土地でございます。そして、その利

用率については、しっかり今後プロジェクトを進める上で、利用率が上がるような

取り組みを考えていきたいと考えております。以上です。 

○大﨑委員長＝杉山さん。 

○杉山委員＝ちょっとその整備費なども多額がかかってくるんじゃないかと思うんで

すが、昼食時などでしたら、大体、観光のバスって、お客さんを降ろして、食事な

んかされている間、どこかに、遠くまで止めに行ったりとか、あと、周遊したりと

かって、回遊というんですかね、して対応されているバスも多くあるというふうに
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聞いてるんですけど、その駐車場を整備することの必要性というところを考えてい

て、例えば費用対効果を考えているんですけれども、その駐車場整備をするに当た

っては、川端スーパーも取壊しをした後に駐車場として整備が必要だと思うんです

けれども、取壊しの費用と駐車場整備に係る費用の想定額を、大枠で構いませんの

で、お教えいただければと思います。 

○大﨑委員長＝プロジェクト推進室長。 

○岡田プロジェクト推進室長＝川端スーパー解体費用は、予想ですが、約２，３３５

万円、そして、解体後の舗装整備費ですね、そちらにつきましては、平方メートル

当たり１万円程度を予想しております。なお、排水等の関係もありますことから、

もう少し、１万数千円とか、２万円以内を想定をしております。以上です。 

○大﨑委員長＝杉山さん。 

○杉山委員＝最後、１点お聞きします。ずっと観光のバスが止まっているということ

はなかなか考えにくいんですが、バスが使用しないときの市民の利活用については

どのようにお考えでしょうか。 

○大﨑委員長＝プロジェクト推進室長。 

○岡田プロジェクト推進室長＝それも含めて、購入後、検討をしていきたいと考えて

おります。 

○大﨑委員長＝杉山さん。 

○杉山委員＝続きまして、学校教育課長によろしいでしょうか。 

○大﨑委員長＝どうぞ。 

○杉山委員＝スクールバスの購入費が３台ということでお聞きをしましたが、安和小

学校区と新荘小学校区、あと、予備車が１台ということだったんですけれども、こ

の学校統合計画については、計画が示されたときに、安和小学校の存続を求める署

名が、安和地区住民のおよそ９割の住民の署名とともに要望書が提出されていると

認識をしています。また、安和小学校学校運営協議会からも、安和小学校の存続と

いうことで意見書が市には届けられていると思いますが、学校統合は、地域住民の

理解と協力を得て進めるべきであるということ……。 

○大﨑委員長＝杉山さんに申し上げます。今、スクールバスの購入の金額のことです

ので、今おっしゃってるのは、学校統合のことを言うてますので、ちょっと観点が

ずれていってますので、その辺気をつけてください。 

○杉山委員＝大丈夫です。 

 ということなので、なので、住民の理解が得られていないんじゃないかと思うん

ですけれども、でも、スクールバスをするということで、統合するということです

ので、その合意確認の前にバスの予算が計上されているということを疑問に思うん

ですが、市としては、安和地区の皆さんが統合に合意をされているという認識なん

でしょうか。 
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○大﨑委員長＝暫時の間、休憩します。 

 

午前１０時３９分 休憩 

午前１０時３９分 再開 

 

○大﨑委員長＝休憩前に引き続き会議を開きます。 

 答弁を求めます。 

 学校教育課長。 

○森光学校教育課長＝計画につきましては、安和地区に限らず、統合計画につきまし

ては、説明を行った上で、策定、改定を行っているものです。これまでの経緯を踏

まえ、一定の理解は得ていると考えております。 

○大﨑委員長＝杉山さん。 

○杉山委員＝明確な答弁をいただきました。理解は得られているという御認識だとい

うことでございますが、やっぱり９割弱の存続を求める署名が上がっておりますの

で、説明会などを新たに開いて、合意確認をする前のバスの購入予算の計上という

ことですので、これは反対をさせていただきます。 

○大﨑委員長＝今、反対の意見が出ておりますが、この市議案第５４号に対して、反

対の意見を預かりました。 

 ほかに委員の皆様、質疑はありませんか。 

  〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○大﨑委員長＝ないようですので、挙手により採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決する方の挙手を求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○大﨑委員長＝挙手多数であります。よって、本案は、原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第５９号 財産の取得について 

 

○大﨑委員長＝続きまして、市議案第５９号財産の取得についてを議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 生涯学習課長。 

○福本生涯学習課長＝市議案第５９号財産の取得についてにつきまして御説明いたし

ます。 

 議案書３９ページでございます。本議案は、令和８年度図書館等複合施設図書資
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料の購入につきまして、地方自治法第９６条第１項第８号及び議会の議決に付すべ

き契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定に基づき、議決をお願い

するものでございます。 

 本事業は、新たに建設中の図書館等複合施設に整備するための図書購入につきま

して、取得する財産を装備済み図書資料本体及び付随する書誌情報のデータとする

ものです。購入した図書には、図書システムに対応するためのバーコードや、貸出

しや盗難に対応するためのＩＣタグの貼付、また、書籍を長期間保有するためのカ

バーなどを装備する必要があります。あわせて、図書システムへ書誌情報のデータ

を入力する必要があり、購入冊数が１万冊程度の見込みであることから、相当な作

業が見込まれます。こうした一連の作業を一括して対応できるのは、株式会社図書

館流通センターのみであることから、限度額を２，５５０万円として、契約を行い

たいとするものでございます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○大﨑委員長＝説明は終わりました。これより質疑に入ります。 

   〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○大﨑委員長＝ないようですので、採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大﨑委員長＝御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第６０号 財産の取得について 

 

○大﨑委員長＝続きまして、市議案第６０号財産の取得についてを議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 学校教育課長。 

○森光学校教育課長＝市議案第６０号財産の取得についてにつきまして御説明いたし

ます。 

 議案書４０ページでございます。本議案は、学校給食を自校で実施する方式校を

取っている浦ノ内小学校、吾桑小学校及び上分小学校の３校におきまして、老朽化

した厨房機器の更新に伴い機器を取得することにつきまして、地方自治法第９６条

第１項第８号及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例

第３条の規定に基づき、議決をお願いするものでございます。 

 この厨房機器の取得につきまして、去る５月２９日に指名競争入札を実施いたし
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ましたところ、高知市潮新町２丁目９番１５号、四国厨房器製造株式会社高知営業

所が２，１００万円で落札いたしました。これに消費税を加えました２，３１０万

円で契約をしようとするものでございます。 

 なお、入札記録等につきましては、お手元にお配りしております資料を御参照い

ただきますようお願いします。 

 続きまして、今回更新する機器と、その理由について御説明いたします。今回購

入する機器は、浦ノ内小学校が２槽シンク、ガス回転釜、ガス揚げ物機、食器消毒

保管器など計６台、吾桑小学校がガス回転釜、ガス揚げ物機、食器消毒保管器、食

器洗浄機など５台、そして、上分小学校がガス揚げ物機、ガス回転釜の３台でござ

います。これらの機器は、いずれも導入から３０年以上が経過し、著しく老朽化し

ていることから、更新するものでございます。主な理由としましては、まず、第一

に安全性の確保でございます。ガス回転釜は、バーナーの経年劣化により不完全燃

焼のリスクが生じており、２槽シンクや食器洗浄機は、外部の亀裂や破損により調

理員がけがをする危険性があるためです。次に、衛生、稼働環境の維持でございま

す。食器消毒保管機の扉の不具合、一部漏電や水漏れなど、安全な調理、消毒工程

に支障を来す可能性があるためでございます。そして、３つ目としましては、調理

効率の向上でございます。これまでガス回転釜で代用しておりました揚げ物調理に、

専用のガス揚げ物機を導入することで、作業の安全化と効率化を図るものでござい

ます。以上、児童へ安全・安心な学校給食を提供するための更新でございます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○大﨑委員長＝これより質疑に入ります。 

  〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○大﨑委員長＝ないようですので、採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大﨑委員長＝御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第６１号 指定管理者の指定について 

 

○大﨑委員長＝続きまして、市議案第６１号指定管理者の指定についてを議題といた

します。 

 執行部の説明を求めます。 

 文化スポーツ・観光課長。 
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○廣見文化スポーツ・観光課長＝市議案第６１号指定管理者の指定についてにつきま

して御説明いたします。 

 議案書４１ページでございます。本議案は、本年８月に供用開始予定としており

ます須崎市立スケートパークの管理等につきまして、地方自治法第２４４条の２第

３項の規定に基づき、東京都八王子市打越町３３１番地２川幡ビル１０２、須崎ス

ケートパーク管理運営パートナーズを指定管理者に指定することにつきまして、同

条第６項の規定に基づき、議決をお願いするものでございます。 

 指定期間につきましては、供用開始に係る準備期間を含め、令和８年７月１日か

ら令和１１年３月３１日までの２年９か月間といたしております。 

 以上となります。よろしくお願いいたします。 

○大﨑委員長＝説明は終わりました。これより質疑に入ります。 

 松田さん。 

○松田委員＝反対するものではないんですが、議員勉強会のときにも、指定管理を出

す事業者にやっぱり法人化をして、しっかりと社員の福利厚生であったりとか、き

っちり対応ができる社会的ルールを届け出した法人化に依頼をするという、行政か

ら管理委託する場合には、個人の団体であったりとか、事業者に出すのはいかがな

のかなと。スピード感のこともあろうかと思うので、そこは、条件と言うまでもな

いんですが、やはり交渉していく余地はあるんではないかと思うので、いかがなも

のか、お伺いをいたしたいと思います。 

○大﨑委員長＝文化スポーツ・観光課長。 

○廣見文化スポーツ・観光課長＝今回、指定します須崎スケートパーク管理運営パー

トナーズにつきましては、ＮＰＯ法人日本スケートパーク協会、それから、日本体

育施設株式会社、両者のコンソーシアムになっております。両者とも、一応先ほど

言われました法人格は持っておりまして、両方の法人から人を派遣していただいて、

合同で管理をしていただくという形になっております。職員の福利厚生につきまし

ても、両法人の規約に基づいて実施していただけるものと考えております。以上で

ございます。 

○大﨑委員長＝松田さん。 

○松田委員＝説明いただきました。その２法人で責任の所在、役割分担、当然するん

だと思うんですが、いざいろんなことが起きると、経営というのは順調にいっても

生じることがある。やはり負債を抱えるような経営が苦しくなっても問題が生じる

のが常であります。なので、資金力がしっかりと明示をされていて、行政が運営を

しっかりと担保されるようなものなのかどうかというのは、本来、指定管理を出す

ときに、我々、判断材料にさせていただく要素になるので、そこをしっかり明示を

していただいた上で、我々も判断したい。やっぱりそれは上場企業だからって、全

部丸のみするわけではありません。民間企業でもしっかりと社員教育もできて、サ
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ポートもできる、こういった事業者ということで選定されたのは、背景に持ってい

るんですが、須崎市が行政として運営をされる場合いうのは、やはりそこを社会的

に、誰が請求しても見える法人格というのは大事な部分ではないのかなということ

を申し伝えて、運営のときに責任転嫁を、いやいや、こっちはあっちはってなるの

があり得るので、代表者がしっかりその社員に対してのルールづくりを持った法人

格というのはお願いをしたい部分ですので、協議を今後お願いしておきますので、

２つの法人格を持っちゅうきということではなくて、それが合同であっても、法人

格を有して、誰が責任者であり、代表者であり、社員教育のリーダーを持っている

のは誰なんだという明確さをお願いしたいと思います。 

○大﨑委員長＝ほかにありませんか。 

 杉山さん。 

○杉山委員＝少し似たような観点かもしれないんですけれども、今回、このコンソー

シアムでの指定管理ということで、日本体育施設株式会社は、スケートパーク協会

の会員でもありましたよね。なので、スケートパーク協会を指定管理者としてもい

いのかなと考えてしまうんですが、そのコンソーシアムにしたメリットはどのよう

にお考えなのかと、あと、その逆のデメリットについては、どういうことが考えら

れるのか、お聞きします。 

○大﨑委員長＝文化スポーツ・観光課長。 

○廣見文化スポーツ・観光課長＝コンソーシアムの代表団体であります特定非営利活

動法人日本スケートパーク協会は、平成２２年に設立されまして、全国のスケート

パーク整備や運用支援、イベント運営等を実施しているＮＰＯ法人でございまして、

本市スケートパークの基本構想の策定や設計、そして、監修等に携わっていただい

ております。同協会には、各競技の専門指導者等も在籍しておりまして、対象年齢

やレベルに応じたスクール事業の企画運営等可能であるとともに、全国のスケート

パークの動向にも精通をしておられます。また、コンソーシアム構成団体でありま

す日本体育施設株式会社は、先ほど申しました日本スケートパーク協会の団体会員

でございまして、昭和４６年設立され、体育施設の計画、設計、施工に加え、各種

体育器具の販売や賃貸、施設の管理運営等を主な業務としておりまして、大きいと

ころでは慶應義塾日吉キャンパスの陸上競技場や相模原市小山公園スケートパーク

などの施工実績、それから、東京都品川区の天王州公園や中野区の哲学堂公園、そ

れから、品川区八潮北公園スケートパーク、千葉市蘇我スケートパークなどの管理

運営を受託しておられます。これら２者による高い専門性と豊富な施設運営経験を

有するコンソーシアムを指定することで、アーバンスポーツ文化の発信や競技力向

上に加え、効率的かつ円滑な運営、そして、交流人口の拡大など、本市のスケート

パークの魅力を活かした施設運営が期待できるものと考えております。デメリット

と言われますけど、現在、デメリットは特段考えてはおりません。以上でございま
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す。 

○大﨑委員長＝杉山さん。 

○杉山委員＝ちょっと心配になったのが、管理運営をしているという例を挙げられた

ところが、随分都会のところだったので、こちらでの運営がどのように、もしかし

たら困難もあるのかもしれないなと思いながらお聞きしました。 

 それで、コンソーシアムについて少し調べたときに、やっぱり複数の団体が入っ

ているので、利益の分配なんかでもめたりもして、考えたくはないですが、どちら

が脱退するとか、もしそういったことがあったときに、このスケートパークの運営

がどのようになるのかということを心配するんですが、市とこの指定管理者との契

約は、その辺りも組み込まれてるんでしょうか。 

○大﨑委員長＝文化スポーツ・観光課長。 

○廣見文化スポーツ・観光課長＝市とコンソーシアムは、指定管理の管理運営協定を

結ぶこととしておりまして、このＮＰＯ法人、日本スケートパーク協会と日本体育

施設株式会社は、須崎市立スケートパーク指定管理者共同事業体結成協定書という

ものを既に結ばれておりまして、この共同事業体の結成の協定書につきましては、

契約期間は指定管理期間の満了後、決算及び必要な事務処理が完了するまで存続す

るという期間になっておりますので、まずは、この指定期間の２年９か月間という

形になろうかと思っております。以上です。 

○大﨑委員長＝よろしいですか。 

○杉山委員＝はい。 

○大﨑委員長＝反対ですか、賛成ですか。 

○杉山委員＝反対しません。 

○大﨑委員長＝反対しませんか。分かりました。 

 ほかに質疑ありませんかね。 

 ないようですので、採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大﨑委員長＝御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

 すみません、暫時の間、休憩したいと思います。 

 

午前１０時５７分 休憩 

午前１０時５７分 再開 

 

○大﨑委員長＝休憩前に引き続き会議を開きます。 

 この際、１０分間休憩いたします。 
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午前１０時５７分 休憩 

午前１１時０６分 再開 

 

○大﨑委員長＝休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  陳情第２８号 ホルムズ海峡封鎖の影響から事業者を守るための意見 

書採択のお願い 

 

○大﨑委員長＝続きまして、陳情の審査に入ります。 

 陳情第２８号ホルムズ海峡封鎖の影響から事業者を守るための意見書採択のお願

いを議題といたします。 

 陳情文書のほうは皆さん御覧になっておられますので、御意見をお伺いします。 

 山本さん。 

○山本委員＝この陳情ですけど、議会運営委員会の中で、ちょっとどれぐらいの意見

やったかという数が定かでなかったので、どれぐらいの人の意見なのか、議会とし

て採択すべきかどうかという判断ができないということで、もう一度確認をお願い

しますということで返してたと思ってるんですけど、その後、何か何名からのとか、

分かったものがあったのか、確認をしたいと思います。 

○大﨑委員長＝暫時の間、休憩いたします。 

 

午前１１時０６分 休憩 

午前１１時０８分 再開 

 

○大﨑委員長＝休憩前に引き続き会議を開きます。 

 今、事務局から説明がありましたが、まだ集計中ということでの取扱いでお願い

したいと思います。 

 じゃあ、ほかにありませんか。 

 杉山さん。 

○杉山委員＝この陳情につきまして、提出者の須崎民主商工会にもお話を伺いました。

今本当にこの資材等が入ってこなかったり、急激な高騰で業者がもうとても大変な

状況に陥っているとお聞きしました。仕事のめどが立たないですとか、農家の方は、

様々な資材が値上がりをしていて、でも、その価格転嫁できないから、赤字経営に

なっています。その資材が上がる分の転嫁ができないことで、全く利益が出ないと
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いうような状況もあるということでした。お弁当屋さんなんかは、レジ袋が手に入

りにくくなっていて、いつまでこの営業が続けられるか、もう見通しが立たないと

いうようなことで、閉店せざるを得ない状況になっている事業者もいらっしゃると

いうことです。これについては、国のほうに、この意見書を上げて、持続化給付金

などと同様の直接支援を行うことを求めることについては、賛成したいと、採択を

するべきだと思います。これは、添付されていた書類で、高知県の事業者への緊急

アンケートですが、７割の方が直接支援が必要であるというふうに答えていて、コ

ロナ禍のような持続化給付金などの支援については、６３％の方が必要だというふ

うにお答えになってますので、これ、ぜひ採択をしたいと思います。 

○大﨑委員長＝採択の意見が出ております。 

 ほかに意見はありませんか。 

 山本さん。 

○山本委員＝自分、さっき質問だけして、意見を言いませんでしたけど、まだちょっ

と出そろってない感があるので、継続したほうがいいのではないかというふうに感

じています。 

○大﨑委員長＝ほかに御意見はありませんか。 

 松田委員。 

○松田委員＝海峡の封鎖の解除ということの文言とかあります。私もこの意見書を頂

くときも、アンケートの少数意見からすごく反映された意見書を見させていただい

て、この趣旨には全く反対なもんでもないんですが、慎重に審議するような案件が

書かれているので、継続とする意見にしたいと思います。 

○大﨑委員長＝ほか、御意見ないでしょうか。 

 佐々木さん。 

○佐々木委員＝確かに今、通常国会でも議論されてますし、私も一般質問でも述べさ

せていただきましたが、ここでは、陳情書の中身について、また、先ほど山本委員

からデータの根拠等の話もありましたが、文面的には、事業者を主体にした陳情に

なってますが、これ、国民各層、まさに弱い立場の方たちも物価高で大変苦しんで

いる。こういった点もできたら盛り込んでもらいたいなと。それとあと、持続化給

付金の制度の中身自体がかなり広範な形の制度ですので、現在、国会等でも議論さ

れて、やはりかなり焦点を定めた制度の中身、今回、３億円超の予算も……。 

  〔「兆円」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員＝３兆円超の予算も決定されましたが、政府の予備費、中道改革連合等

の提案では具体的な予備費ではなくて、政策も提案されましたが、そういった点で、

もう少し中身が、資材が入手できない状況を解消するための政策という、物すごい

話が抽象的。また、３点目ですが、現在、イランとの合意ができた状況の中にあっ

て、かなり前へ進んでます。そういった意味で、やはり継続という形で、私は意見
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を述べさせていただきたいと思います。 

○大﨑委員長＝今、まとめますと、採択と継続という御意見が出ております。あと、

不採択のほうがおりませんかね。 

 それでは、順を追っていきますので、まず、継続審査という意見が出ております

ので、陳情第２８号について、順次採決していきます。 

 継続という御意見がありますので、まず、継続審査についての挙手により採決い

たします。本陳情を継続審査とすることに賛成の方の挙手を求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○大﨑委員長＝挙手多数であります。よって、本陳情は、継続審査とすることに決し

ました。 

 以上でこの審議を終了させていただきます。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  その他 

 

○大﨑委員長＝以上で当委員会で審議すべき議案は全て終了いたしましたが、ほかに

何かありませんか。 

 松田さん。 

○松田委員＝副市長等々に、なかなかお会いすることもできないので、今日、ちょっ

とお時間いただいて、方向性を確認したいなと思いまして、移住施策についてなん

ですが、一般質問等々でも各議員から御質問があって、女性活躍推進事業費、ある

いは移住施策に対する事業費の中で、今回、女性が移住されてきた方に家賃補助で

あったりとかという支援補助がある内容について、まず、そこで、国の補助金、あ

るいは、県の支出金等々、あるがゆえかもしれませんけれども、まず、須崎市でシ

ングルマザーが生活している支援を行ってから、こういった事業をスタートするべ

きではないのか。庁内会議等々でそういったことがあるんで、我々、住んでる須崎

市民、まずそこへ支援をするのが重要な施策だと思っていて、あと、移住してきて

くれる人たちって、ここに住んでる女性が、シングルでもすごく豊かに子育てもで

き、仕事もきちっとできる須崎市だということが発信できれば、移住者も増えると

思います。確かに１年で須崎市を離れる方もおられる、いろんな要綱の中で固める

必要はあるかもしれません。まず、住んでる人たちに支給していただけないのか、

この女性活躍推進事業、移住はしてきてからだと思います。女性活躍という、そこ

への事業費に関して、国、県の支出金が３分の１で、ふるさと納税の基金を活かし

たものと合わせての予算を組まれてるんですが、そこ、副市長に少し考え方をお尋

ねしたいと思います。 
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○大﨑委員長＝副市長。 

○梅原副市長＝これまでは、移住定住の施策をずっと展開してきて、何とか人口減少

に歯止めをかけようということでやってきたわけでございますが、それでもなかな

かやっぱり歯止めはかからない、このような状況の中で、市長としては、何かしら、

このままでは駄目だという思いが強い中で、最終的に女性活躍の推進というところ

へ行き着いたわけですけども、この事業のやり方の順番につきましても、非常に議

論がありました。松田委員が言われるように、もちろんひとり親に対する支援とい

うのを今以上に、何か市内におられる方からやるのも一つの手だとは思うんですけ

ども、まずは、とにかく女性に来てもらうというところに特化をしていく。最終的

には、１０年後には、全ての女性が住みやすい、女性に選ばれるまちになっていき

たいということですけども、市長の思いとして、まずは、この短い期間の３年間で

できるだけ移住者にアプローチをする政策を打って出るんだということの方針をこ

ちらとしては固めましたので、それにそってやらせていただいているということで

ございます。まだ、今出しているのが２つの事業なんですけども、ほかにも、どん

どんどんどんこれから女性活躍のための施策を打っていくつもりですので、その中

で、既におられる方への支援も含めて、また予算計上をさせていただいて御承認い

ただくような機会もあるかもしれませんし、そういうことで今はとにかく外からま

ず入ってきてもらうと、そこの部分に注力をしたいというふうなことでやってます。 

○大﨑委員長＝松田さん。 

○松田委員＝その副市長の今御答えをいただいたところも十分理解するんですけれど

も、まず、須崎市で２０年、３０年生活をしてきて、子育てをしている女性、ある

いは男性でもひとり親で生活している人に、先にやらないで、確かに今の国の指針

が都市部からの移住者に対する国庫補助があったりとかする施策は分からんでもな

いんですけれど、今回、児童福祉費を見たら、やっぱり更正減で随分返還をしてい

る項目を見ます。この中で、返還をせざるを得んでもいい、当然、医療応援事業費

なんかは病気しなければ返還しないんですけれども、自立支援であったりとか、い

ろんな形で要綱的に活用できるものに対して、これだけ更正減をするんであれば、

ちゃんと先に須崎市民に事業を実施してもらわないと、９月の議会、我々もどれだ

けの意見が、これ、スタートしたときに反響があるのかというと、須崎市民ないが

しろの須崎市なんだよと、随分今、声を聞かされている中で、やっぱり住んでる須

崎市民に対しての事業を確立した上で、実施をしていってほしい。これに対して、

実施時期をどっちを優先するのか、それは市長の政治判断ということであれば、そ

れは市長がまた政治で判断されるときが来るかもしれませんけれども、まず、そこ

で重要視するのをもう少し事業を、こうやって返還するんであれば、補正でもいい

ので、考えていただけないでしょうか。 

○大﨑委員長＝副市長。 
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○梅原副市長＝まず、一つに、この女性活躍をいろいろやるのに、係もつくりまして、

先進地にも見に行ってきました。特に豊後高田市なんかも見てきたんですけども、

これは、そのときにも話があったんですが、ここも移住者に相当なお金を入れてま

す。それから、都城なんかは５００万円とか入れてます。これは、今おる人との不

公平さがあるだろうという話はされますけども、そこの部分も、こちらとしてはも

う織り込み済みでやらなきゃいけないという判断をしてますので、そこについては、

どっちが先かではなくて、今これをやるべきだ、で、織り込み済みでやらせていた

だいてますので、御理解いただきたいと思います。 

○大﨑委員長＝よろしいですか。 

 松田さん。 

○松田委員＝全く市会議員として仕事が十分できてない松田ですので、今後、９月に

向けてしっかりと勉強して、市政に対してお願いをする勉強をしていきたいと思い

ます。 

○大﨑委員長＝ありませんかね。では、もう終わりますよ。 

  〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○大﨑委員長＝それでは、以上で総務文教委員会を散会いたします。お疲れさまでし

た。 

 

＊～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～＊ 

○午前１１時２２分 散会 


